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IC/RC discrepancyの差が大きく外科処置を必要とした症例(図 4-1-4-9) 

図4-1 50歳女性。臼歯部の重度歯 図 4-2 術前の前歯部|皮合関係。前図 4-3 上顎臼歯部抜歯後のパノラ

周炎が認められた。 歯音11はl皮合していない。 マ写真。

図 4-4 仁顎臼歯音11の抜歯後， Itl 

心位における l皮合接触状

態。オーパージェッ トはさ

らに広がり，有Ii綾，矯正治

療をもってしでも前I宮古1¥1皮

合誘導を得ることは不可能

だった。

図4-6 インプラント迎入後。

図 4-8 術後のオーバーバイトと

オーパージェット

3.外科処置後

図4-5 1:11心位における顎位を基に

上顎の*，J;{切りを行った。術後

のオーパージェットとオ ー

ノくーバイ ト。

図4-7 術後正面観。臼歯部l皮合

支持と安定した前歯部l皮合

誘導を確立できた。

4.術後

図4-9 術前，抜歯後，

外科処置後および

術後の各オーパー

ジェッ トを示す。

争lifffuのl皮合診査の

重要性を再認識し

た。
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的l皮合高径が低下していることも多く，再現性のある

垂直的，水平的顎位を設定する必要に迫られる。 一般

的には中心位が用い られるが，中心位における歯牙接

触時の前歯被蓋関係と既存の|皮頭恢合位における前歯

被蓋関係の水平的差 (IC/RCdiscrepancy) に関して

注意をする必要がある。アングル分類における E級症

例では経験的にこの差が大きいことが多く，有効な前

歯部1皮合誘導を得るために矯正あるいは補綴的修正を

必要とする場合がある o

さらに，骨格的な差が大きいときには前述の方法で

は修正しきれず，骨切りなどの口腔外科的手法も要求

される。 したがって，臼歯部l皮合崩壊の治療にあたっ

ては，術前の|皮合審査，特に中心位における歯牙接触

状況を十分に見極める必要がある(症例 3)。

( 8月号へつづく 。参考文献は 8月号に掲載)

* * * 

.インフォメーション・

日本歯科医師会・都道府県歯科医師会主催

平成16年度「生涯研修セミナー」開催予告
テーマ i基本診療の徹底 安全・安心・快適」

[分野1 A: I T化 B:医療事故 C:有病者治療

D:外来投薬 E:診療基盤の整備 F:コミュニケーション
(敬称略)

開催日 開催地(問合せ先) 分野:講師(所属)

平成16年 7月4日 二重県歯科医師会 C:佐野 晴男(東京都立荏}jj(病院)， D ・佐藤回線子(日歯大)
11 山口県歯科医師会 A:及川 健彦(東尽都)， F:下野 勉(岡山大)

7月11日 長野県歯科医師会 A:渡辺 茂(神奈川県)， B:端山智弘(東京都)
11 新潟県歯科医師会 B:祇園自信仁川大)， D:佐々木次郎(東海大)
11 香 川県歯科医師会 B:楠本雅彦(日大松戸)， D:覚道健治(大歯大)

7月18日 静岡県歯科医師会 B:助村 大作(長崎県)， C:古郷幹彦(大阪大)

7月25日 滋賀県歯科医師会 B:佐藤公彦(福岡県)， E:佐j接 宏(愛媛県)
11 佐賀県歯科医師会 B:端山 智弘(東尽都)， C : 11/根源之(東歯大)
11 宮崎県歯科医 師会 A:民団浩一 (二重県)， E : l:j:t尾勝彦(広島県)
11 7'11純県歯科医師会 B:祇園自信仁(日大)， C:下郷 和雄(愛知学院大)

8月29日 崎玉県歯科医師会 A:渡辺 茂(神奈川県)， B:佐藤公彦(福岡県)
11 高知県歯科医 師会 A:民;田浩一 (二重県)， C : 11/根源之(東歯大)

。なお，近県に所属する会員の先生方も参加|できます。詳しくは，各11トHIli都道府県歯科医師会にお問い合わせください。
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